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安倍政権の退陣を要求する6． 10国会包囲行動（ 「赤旗」写真部提供）

同盟倉I立50周年会員拡大の飛躍を

野党と市民の共同強め安倍政権の退陣を
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歴
史
的
な
米
朝
首
脳
会
談
（
６
月
皿
日
）
が
行
わ
れ
、
「
平
和
と
繁
栄
に
む
け

た
両
国
国
民
の
願
い
に
従
っ
て
、
新
し
い
米
朝
関
係
を
確
立
す
る
」
と
し
、
朝
鮮

半
島
の
平
和
体
制
の
構
築
と
、
完
全
な
非
核
化
を
共
同
声
明
で
発
表
し
ま
し
た
。

全
世
界
の
人
々
が
、
核
戦
争
の
脅
威
か
ら
抜
け
出
す
扉
が
開
か
れ
た
こ
と
で
す
。

在
日
米
軍
、
日
米
安
保
条
約
が
根
本
か
ら
問
わ
れ
、
安
倍
内
閣
の
戦
争
法
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
、
９
条
改
憲
の
根
拠
は
総
崩
れ
で
す
。
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

２
万
人
の
同
盟
建
設
を
決
め
た
第
詔
回
全
国
大
会
か
ら
６
月
で
１
年
に
な
り
ま

し
た
。
３
月
晦
日
の
同
盟
創
立
帥
周
年
記
念
日
以
降
、
４
月
に
は
、
”
都
道
府
県

で
１
９
３
人
、
５
月
は
瓢
都
道
府
県
で
１
５
７
人
、
６
月
は
鯛
都
道
府
県
で
１
３

３
人
が
入
会
し
、
大
会
比
６
１
９
人
増
の
１
万
５
９
５
７
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

国
会
請
願
署
名
の
目
標
達
成
は
、
岩
手
、
群
馬
、
富
山
、
長
崎
の
４
県
で
、
全

国
的
に
は
四
万
４
３
１
３
筆
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
会
請
願
の
紹
介
議
員
は
６
月
配
日
現
在
、
衆
議
院
議
員
的
、
参
議
院

議
員
池
、
合
計
１
０
１
議
員
で
す
。
こ
の
う
ち
、
は
じ
め
て
紹
介
議
員
に
な
っ
た

議
員
は
劉
人
で
す
。
こ
れ
は
、
各
地
域
で
「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
の
闘
い
が
つ

く
り
だ
し
た
成
果
で
す
。
安
倍
政
権
退
陣
の
闘
い
と
結
ん
で
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ

ま
し
よ
う
。

各
都
道
府
県
本
部
の
大
会
・
総
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
４
月
中
央
理
事
会
で

決
め
た
２
万
人
会
員
拡
大
を
は
じ
め
「
創
立
卵
周
年
記
念
同
盟
運
動
躍
進
年
間
」

の
諸
課
題
を
具
体
化
し
ま
し
ょ
う
。
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．
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’ 第
朗
回
秋
田
県
本
部
総
会

秋
田
県
本
部
は
、
６
月
８
日
妬
人

（
う
ち
女
性
焔
人
）
の
代
議
員
が
参
加

し
第
羽
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

県
革
新
懇
、
国
民
救
援
会
、
日
本
共

産
党
秋
田
県
委
員
会
の
代
表
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
は
「
『
同
盟
創
立
卵
周
年
』
と

来
年
の
『
県
同
盟
創
立
帥
周
年
』
を
、

学
習
と
顕
彰
運
動
を
強
め
、
署
名
と
会

員
拡
大
の
高
揚
の
な
か
で
迎
え
よ
う
」

と
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
加
入
が
「
女

性
部
と
女
性
会
員
拡
大
」
「
地
上
イ
ー

ジ
ス
配
備
反
対
」
「
財
政
問
題
」
な
ど

阿
題
」
な
ど

別
周
年
飛
躍
を
め
ざ
し
県
本
部
大
会
・
総
会
始
ま
る

叉
＝

溌層電
ヘ

に
つ
い
て

発
言
し
ま

し
た
。
総

会
は
ネ
ー

ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
断

固
反
対
、

安
倍
の
９

条
改
憲
反

対
」
の
総

会
決
議
を

採
択
し
、
安
倍
総
理
に
送
付
し
ま
し
た
。

最
上
会
長
を
再
任
、
新
し
い
事
務
局
長

に
藤
田
精
士
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
秋
田
・
最
上
健
造
）

第
躯
回
奈
良
県
本
部
大
会

５
月
四
日
に
、
第
兜
回
奈
良
県
本
部

大
会
は
同
盟
創
立
別
周
年
の
年
に
ふ
さ

わ
し
い
前
進
を
勝
ち
取
ろ
う
と
確
認
。

市
民
連
合
奈
良
の
共
同
代
表
・
溝
川

悠
介
さ
ん
（
県
本
部
顧
問
）
が
、
「
治

安
維
持
法
に
抗
っ
て
Ｉ
父
良
治
の
足
跡
」

と
題
し
て
、
父
・
瀦
川
良
治
さ
ん
の
獄

中
か
ら
家
族
に
宛
て
た
８
通
の
手
紙
に

ふ
れ
、
「
父
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
闘
い

抜
く
」
と
力
を
込
め
て
語
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
支
部
の
代
議
員
と
県
本

部
役
員
を
中
心
に
別
人
が
参
加
、
５
人

が
発
言
、
創
立
卵
周
年
の
年
に
ふ
さ
わ

し
い
前
進
を
勝
ち
取
ろ
う
と
決
意
を
固

め
あ
い
ま
し
た
。

田
辺
実
会
長
、
加
藤
宣
之
事
務
局
長

ら
旧
年
度
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
奈
良
田
辺
実
）

第
鮒
回
島
根
県
本
部
大
会

６
月
羽
日
県
本
部
大
会
を
出
雲
市
民

1

1

1

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に
、

「
青
い
空
は
」
と
「
折
鶴
」
を
合
唱
、

来
賓
の
日
本
共
産
党
大
国
陽
介
県
会
議

員
よ
り
挨
拶
を
受
け
中
央
本
部
増
本
一

彦
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
皆
で
読

み
今
湯
せ
ま
し
た
。
『
抵
抗
の
群
像
Ⅲ
』

に
掲
載
さ
れ
た
島
根
県
の
金
森
ひ
ろ
た

か
の
業
績
や
「
自
分
の
棺
は
赤
旗
で
包

む
よ
う
に
」
と
の
遺
言
に
参
加
者
一
同

心
新
た
に
し
ま
し
た
。
佐
々
木
会
長
代

行
よ
り
活
動
報
告
及
び
運
動
方
針
の
説

明
を
受
け
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

松
江
支
部
２
人
か
ら
署
名
の
と
り
く

み
で
工
夫
し
て
い
る
点
や
新
た
な
支
部

作
り
へ
の
関
わ
り
が
話
さ
れ
、
益
田
支

部
よ
り
野
党
や
労
働
組
合
へ
の
訴
え
に

よ
り
署
名
が
目
標
の
１
６
５
％
達
成
し

た
教
訓
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

娼
人
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

語
ら
れ
県
内
の
活
動
状
況
が
共
有
で
き

た
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
創
立
釦
周
年
同
盟
躍
進
年
間
」
を
島

根
と
し
て
も
頑
張
る
こ
と
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

会
長
渡
部
節
雄
、
会
長
代
行
佐
々
木

忠
且
、
事
務
局
長
小
玉
信
恵
を
選
出
○

（
島
根
・
小
玉
信
恵
）

（
３
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

I

一
》り
と
か
。
ひ
こ
星
と
ひ

め
星
が
７
月
７
日
の
夜
に
出
会
う
日
だ

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
こ
の
日
は
、
早
起
き
し
て
短
冊
に
願

い
を
書
い
て
葉
竹
に
飾
り
つ
け
ま
し
た

▼
親
か
ら
は
イ
モ
の
葉
の
露
で
墨
を
す

り
、
短
冊
に
字
を
書
い
て
葉
竹
に
飾
る

と
字
が
上
手
に
な
る
と
教
え
ら
れ
た
が
、

ま
じ
め
に
や
ら
な
か
っ
た
の
で
う
ま
く

な
ら
な
か
っ
た
。
各
家
庭
で
行
わ
れ
て

い
た
七
夕
飾
り
も
近
年
は
見
か
け
な
く

な
り
し
ま
し
た
▼
七
夕
ま
つ
り
は
７
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
い
ま
も
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
。
神
奈
川
県
内
で
は
７
月
上

旬
に
平
塚
七
夕
ま
つ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

平
塚
市
で
七
夕
ま
つ
り
が
は
じ
ま
っ
た

の
は
終
戦
か
ら
６
年
後
の
１
９
５
１
年
。

復
興
の
願
い
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
▼
鎚

回
目
の
今
年
も
数
十
万
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
短
冊
に
願
い
を
書
く
コ
ー

ナ
ー
も
あ
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
願

い
を
書
き
ま
し
た
。
国
賠
同
盟
が
求
め

る
「
犠
牲
者
の
国
家
賠
償
法
の
制
定
」

が
一
日
も
早
く
実
現
す
る
と
の
願
い
を

込
め
て
。
（
鶴
）

’
－2－
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（
２
ぺ
Ｉ
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

第
駆
回
山
形
県
本
部
大
会

５
月
”
日
第
兜
回
県
本
部
大
会
を
伽

人
の
代
議
員
の
参
加
で
開
催
○
中
央
本

部
の
田
中
幹
夫
事
務
局
長
か
ら
報
告
が

あ
り
、
山
形
県
の
同
盟
運
動
の
到
達
と

課
題
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

昨
年
度
は
、
支
部
事
務
局
長
の
死
亡

や
体
調
不
良
な
ど
が
相
次
ぎ
活
動
の
勢
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没
画
学
生
慰

逮
捕
さ
れ
た
熊
田
満

鱸
幟
Ⅷ
蠅
伽
州
一
懇
峨
学
生
た
ち
と
考
え
る
「
表
現
の
自
由
」
薙
栽
叫
識
）
（
鞠

肪
毛
朏
朏
岬
吐
耐
帥
の
意
味
川
嶋
均
東
京
藝
大
）
を
卒
業

後
す
ぐ
旭
川
に
赴
任

の
碑
」
も
見
学
し
た
。
し
た
人
だ
。
治
安
維

三
一
蓬
窪
繧
一
一
雲
瘻
震
三
言
三
一
虐
罎
三
権
霞
一
震
籠
竈
薑
這
臺
繧
薦

密
議
蕊
蕪

Ⅱ

医
画
学
生
慰
逮
捕
さ
れ
た
熊
田
満
川

珈
一
懇
峨
学
生
た
ち
と
考
え
る
「
表
現
の
自
由
」
薙
栽
叫
識
）
魏
州

幟
吐
耐
帥
の
意
味
川
嶋
均
東
京
藝
大
）
を
卒
業
川

後
す
ぐ
旭
川
に
赴
任
川

坐
学
し
た
。
し
た
人
だ
。
治
安
維
川

自
由
な
創
作
を
し
て
治
安
維
持
法
の
犠
牲
と
持
法
の
再
来
と
も
い
わ
れ
る
共
謀
罪
法
が
強
行
さ
れ
、
改
川

な
っ
た
俳
人
ら
を
忘
れ
ま
い
と
作
ら
れ
た
も
憲
ま
で
が
企
ま
れ
る
今
、
ど
う
し
て
も
黙
っ
て
は
い
ら
れ
川

の
だ
。
近
く
の
別
所
温
泉
で
は
土
地
の
人
が
な
い
と
、
お
二
人
は
藝
大
の
憲
法
講
座
に
、
近
く
登
壇
く
Ⅲ

守
り
通
し
た
山
本
宣
治
の
碑
を
訪
れ
、
治
安
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ

維
持
法
と
闘
っ
た
先
人
の
歴
史
に
思
い
を
馳
（
「
自
由
と
平
和
の
た
め
の
宝
示
藝
術
大
学
有
志
川Ⅲ

せ
た
。
そ
の
理
不
尽
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
の
会
」
呼
び
か
け
人
、
同
大
非
常
勤
講
師
）
Ⅷ川

い
が
大
幅
に
低
下
。
そ
の
立
て
直
し
が

大
き
な
課
題
で
す
。
「
躍
進
年
間
」
の

方
針
と
し
て
、
①
顕
彰
活
動
を
支
部
活

動
の
土
台
に
②
４
０
０
人
の
会
員
と
県

人
口
比
１
％
の
署
名
の
達
成
③
過
半
数

自
治
体
で
の
請
願
の
採
決
④
犠
牲
者
名

簿
改
定
版
の
完
成
⑤
女
性
会
員
と
女
性

役
員
を
増
や
す
。
支
部
で
の
女
性
部
づ

く
り
等
を
決
議
し
ま
し
た
。
会
長
高
橋

嘉
一
郎
、
事
務
局
長
瀬
野
幸
男
を
選
出
。

（
山
形
・
瀬
野
幸
男
）

第
邪
回
神
奈
川
県
本
部
総
会

６
月
鴫
日
、
横
浜
・
神
商
連
会
館
で
、

神
奈
川
県
本
部
第
詑
回
総
会
を
開
催
し
、

１
万
筆
署
名
・
１

０
０
０
人
会
員
を

決
意
。

参
加
者
は
”
人
。

来
賓
あ
い
さ
つ

は
、
日
本
共
産
党’

神
奈
川
県
委
員
長
田
母
神
悟
、
畑
野
君

枝
衆
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）
、
増

本
一
彦
同
盟
中
央
本
部
会
長
。

Ⅳ
年
度
活
動
・
決
算
報
告
。
焔
年
度

活
動
方
針
・
予
算
、
役
員
を
承
認
。

「
神
奈
川
県
本
部
自
主
目
標
、
１
万
筆

署
名
・
１
０
０
０
人
会
員
を
達
成
し
よ

』
Ｚ
」
（
特
別
決
議
）
を
採
択
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
「
安
倍
政
権
下
の
日
本

経
済
ｌ
拡
大
す
る
矛
盾
ｌ
」
（
講
師
、

牧
野
富
夫
日
本
大
学
名
誉
教
授
・
全
国

革
新
懇
代
表
世
話
人
）
・
「
平
成
帥
年

間
の
経
済
」
は
日
本
資
本
主
義
の
「
終

わ
り
の
始
ま
り
」
を
示
唆
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
と
語
り
ま
し
た
。

会
長
宗
形
孝
至
、
事
務
局
長
大
益
弘

を
選
出
し
ま
し
た
。（

神
奈
川
・
大
益
弘
）

第
虹
回
東
京
都
本
部
大
会

６
月
焔
日
、
都
本
部
大
会
を
開
き
、

都
本
部
“
周
年
で
切
り
開
い
た
、
前
進

の
教
訓
を
同
盟
帥
周
年
の
飛
躍
に
つ
な

げ
こ
と
を
確
認
、
署
名
３
万
筆
、
会
員

１
３
０
０
人
、
支
部
倍
加
の
方
針
を
決

め
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
山
添
拓
参
議
院
議
員
・

（
４
ぺ
Ｉ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

－3－



2018年7月15日不屈 (毎月15日発行)No.5291989年5月8日第三種郵便物認可

（
３
ぺ
ｌ
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）
ら
か
に
な

青
年
部
長
、
共
産
党
都
委
員
会
、
民
青
り
ま
し
た
。

都
委
員
会
、
国
民
救
援
会
、
都
議
団
か
新
た
に

ら
来
賓
の
挨
拶
。
弱
の
団
体
、
個
人
か
女
性
理
事

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
せ
ら
れ
た
。
３
人
を
含

発
言
で
は
、
巧
年
ぶ
り
に
２
万
筆
を
め
、
謁
人

突
破
、
会
員
１
０
０
０
人
突
破
、
支
部
の
役
員
を

建
設
、
支
部
再
建
の
中
で
の
活
動
が
生
選
出
、
会

き
い
き
と
語
た
ら
れ
ま
し
た
。
長
に
吉
田

会
員
拡
大
で
も
、
署
名
活
動
で
も
、
万
三
、
事

支
部
建
設
と
支
部
の
確
立
の
な
か
で
前
務
局
長
に

進
で
き
る
こ
と
が
こ
の
間
の
実
践
で
明

蛤
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唖
第
削
回
日
本
母
親
大
会
加
高
知

恥
日
本
母
親
大
会
が
高
知
県
で
開

黙
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

難
い
。

里
局
知
県
同
盟
女
性
部
は
、
昨
年
哩

買
か
ら
母
親
大
会
県
実
行
委
員
会

だ
参
加
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

唖
大
会
当
日
の
要
員
や
同
盟
と
し

そ
の
分
担
な
ど
慌
た
だ
し
く
活
動

》
し
て
い
ま
す
。

》
妬
日
の
夜
の
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画

当
創
作
劇
土
佐
の
反
戦
詩
人
、

龍
村
浩
」
は
県
女
性
部
長
の
西
森

良
子
さ
ん
が
主
宰
す
る
劇
団
「
吾
の
・

薊
」
が
行
う
も
の
で
す
。
槇
村
浩

あ
没
後
印
年
の
企
画
、
是
非
と
も

》
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第64回日本母親大会in高知

;◆全体会8月25日(士) 12:30~Wib i =
高知県立県民体育館 § 長

： 記念講演憲法とともにあゆみつづける i に
～子どもの未来． くらし・平和～； 中

渡辺治さん（一橋大学名誉教授） ； 壜
:◆ｵプｼｮﾝ企画｢創作劇奎箕fD厘騨｣ ：重暴

詩人槇村浩 ；泉を
§ ・選

； 25日（土） 開演18；30～ ；中出
自由民椎記念館アトリウム参加券1000円 i鴫し

：◆分科会8月26日（日）9:30～14:20 ；育ま

高知市内8会場 ；雄し
§ 、-／た

◎

佐
倉
支
部
６
月
結
成

千
葉
県
本
部

千
葉
県
本
部
は
、
銚
子
支
部
、
船
橋

支
部
な
ど
支
部
作
り
を
重
視
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
６
月
に
は
、
佐
倉
支
部

を
結
成
し
、
会
員
蛎
人
を
増
や
し
た
。

佐
倉
市
の
元
日
本
共
産
党
佐
倉
市
議

で
あ
っ
た
須
田
淳
子
さ
ん
は
、
千
葉
県

本
部
の
中
村
日
出
丸
事
務
局
長
か
ら

「
佐
倉
で
同
盟
員
を
増
や
し
支
部
を
設

立
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
要
請
を
受

け
ま
し
た
。
思
い
悩
ん
だ
須
田
さ
ん
は
、

「
安
倍
政
権
に
よ
る
改
憲
『
戦
争
す
る

国
づ
く
り
』
の
暴
走
政
治
は
な
ん
と
し

て
も
く
い
と
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
同
盟
を
強
固
な
組
織
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
決
意
し
、

す
ぐ
知
り
合
い
に
声
を
か
け
５
人
の
会

員
を
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
種
ま
く
人
び
と
」
を
上

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
特
集

「
自
由
は
こ
う
し
て
奪
わ
れ
た

９
万
９
７
９
５
人
の
記
録
が

映
す
治
安
維
持
法
」

８
月
旧
日
（
土
）
配
時
～
詔

時
卵
分
、
杉
浦
正
男
、
松
本
五

郎
、
菱
谷
良
一
の
各
氏
が
証
言
。 ’

映
し
、
そ
の
な
か
で
会
員
と
共
に
さ
ら

に
、
人
を
増
や
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

６
月
妬
日
、
佐
倉
支
部
が
結
成
さ
れ
、

支
部
長
は
中
川
勝
敏
、
事
務
局
長
木
崎

俊
行
な
ど
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

治安維持法絶対反対貫いた山宣を育んだバンクーバーの旅
一東京。長野山宣会共同企画／後援・同盟中央本部一

戦前、治安維持法に真っ向から反対し、右翼の凶刃に蝿れた山本宣治。その強靭な
闘争精神を育んだバンクーバー時代の山宣の足跡を訪ね、併せてバンクーバー9条の
会人士との交流、 日系市民の戦中強制収容への葡鐸と賠償の運動に学ぶツアー。
後半には、錦秋のカナディアンロッキー散策で英気を養うスペシャルコース。
山宣が、定宿とし凶刃に蝿れた東京・光栄館跡地に「記念プレート」設置内定と来年、
生誕130年・没後90年の記念プレ企画として挙行。

*旅程： 10月3日(水)～10日(水) ・成田空港発着8日間
*申込締切：8月3旧・旅行実施：富士国際旅行社。＊旅行代金：435,000円
念旅程案内書・申込先：藤田廣登BO90-4527-1129
琴現地案内：岩下美佐子さん(同盟国際部員）

’
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瀧
最
後
の
俳
句
弾
圧
犠
蝿
河
野

全
国
の
俳
句
弾
圧
の
最
後
は
秋
田
県
「
非
国
民
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

の
農
村
だ
っ
た
。
様
々
な
考
え
を
持
つ
加
才
信
夫
は
結
核
を
患
っ
て
お
り
、

た
若
者
が
集
ま
り
、
談
論
風
発
、
自
由
寒
さ
の
な
か
拘
留
中
に
喀
血
し
、
釈
放

な
表
現
で
、
俳
誌
『
撒
き
そ
り
）
座
』
さ
れ
た
が
、
病
状
は
悪
化
の
一
途
を
た

を
発
行
し
て
い
た
。
１
９
４
３
年
廻
月
、
ど
り
１
９
４
６
集
拠
歳
で
死
去
し
た
。

共
産
主
義
的
、
反
戦
的
だ
と
治
安
維
持
俳
句
弾
圧
二
人
目
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
。

法
違
反
で
、
編
集
担
当
の
加
才
信
夫
加
才
は
、
地
主
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、

（
本
名
・
大
河
隆
こ
と
高
橋
け
ん
晟
農
民
運
動
に
も
関
心
を
も
ち
、
フ
ラ
ン

の
二
人
が
特
高
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
ス
文
学
や
、
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
絵

俳
誌
に
自
由
主
義
と
か
反
戦
主
義
と
画
や
音
楽
に
親
し
み
、
才
能
豊
か
で
将

か
統
一
さ
れ
た
志
向
が
あ
っ
た
わ
け
で
来
が
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。

は
な
い
が
、
時
は
太
平
洋
戦
争
の
最
中
１
９
６
８
年
、
加
才
と
知
己
の
あ
っ

で
あ
り
、
軍
国
主
義
一
色
、
文
学
界
で
た
人
達
や
死
を
惜
し
む
有
志
に
よ
っ
て

は
日
本
文
学
報
国
会
が
席
巻
し
て
い
た
。
生
誕
地
に
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

戦
局
に
暗
雲
が
漂
い
つ
つ
あ
る
と
き
、
選
句
は
「
獄
座
」
の
精
神
を
受
け
継

戦
争
に
行
か
な
い
若
者
が
、
国
策
の
外
ぐ
俳
人
た
ち
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
。

砿
え

に
あ
っ
て
俳
句
を
作
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
南
風
来
る
や
銀
製
日
あ
ま
た
手
を
持
ち

い
」
と
刻
さ
れ
た
。

（
秋
田
県
本
部
会
長
・
最
上
健
造
）

き
て
い
な
い
政
府

が
、
新
た
な
戦
争
を
考
え
る
な
ど
お
ぞ

ま
し
い
こ
と
で
す
。

（
「
不
屈
」
大
阪
版
５
月
号
よ
り
）

鳥
取
県
東
部
女
性
部

６
人
会
員
増
や
す

女
性
部
が
毎
年
と
り
く
ん
で
い
る

「
自
然
に
親
し
む
会
」
に
い
つ
も
お
友

達
を
さ
そ
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る
本

部
澄
さ
ん
（
帥
歳
）
は
「
こ
れ
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
だ
が
」
と
手
製
の
お

菓
子
を
み
ん
な
に
ふ
る
ま
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
彼
女
は
普
段
か
ら
９
条
の
会

入
会
・
感
動
ｌ
西
尾
雪
子
さ
ん

大
阪
、
八
尾
・
柏
原
支
部

大
阪
・
女
性
の
会
「
早
春
の
集
い
」

に
参
加
。
若
井
弁
護
士
の
話
に
感
動
、

入
会
。
私
は
師
歳
○
仲
間
に
入
れ
て
い

た
だ
き
嬉
し
く
忠
恥
私
の
兄
が
レ
ッ

ド
・
パ
ー
ジ
で
、
朝
日
新
聞
社
か
ら
首

を
切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
母
の

涙
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は

戦
争
中
の
人
間
で
す
。
食
べ
る
も
の
な

～

し
、
着
る
も
の
な

し
、
お
米
は
配
給
。

だ
か
ら
戦
争
は
絶

対
ダ
メ
で
す
。
戦

後
の
後
始
末
も
で

【
連
絡
先
】
相
沢
寛
気
付
。
治
安
維
持

法
国
賠
同
盟
新
潟
県
本
部
。

句
シ
群
０
２
５
‐
２
４
９
‐
０
２
８
２

や
婦
人
会
な
ど
色
々
な
お
世
話
活
動
を

夫
と
共
に
一
生
懸
命
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

仲
間
ふ
や
し
に
協
力
を
お
願
い
す
る

と
、
９
条
の
会
の
役
員
会
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
種
ま
く
人
び
と
」
を
見
て
下
さ
り
、

総
会
で
ア
ピ
ー
ル
の
時
間
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
回
に
わ

た
っ
て
本
部
さ
ん
と
一
緒
に
対
話
し
て
、

６
人
の
方
が
入
会
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本
部
さ
ん
は
「
案
内
し
た
だ
け
」

と
謙
遜
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

方
か
ら
本
当
に
信
頼
さ
れ
て
お
り
、
日

頃
の
活
動
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

（
東
部
女
性
部
・
美
甘
美
智
子
）

新
潟
県
社
会
運
動
史

研
究
会
情
報
を
創
刊

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
新
潟
県
本
部

が
連
絡
先
と
な
っ
て
、
『
新
潟
県
社
会

運
動
史
研
究
会
情
報
』
が
今
年
４
月
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。
創
刊
号
は
、
新
潟
県

社
会
運
動
史
関
連
資
料
、
邪
年
ぶ
り
に

復
活
し
た
新
潟
県
解
放
運
動
戦
士
追
悼

会
、
同
盟
新
潟
県
内
の
先
人
の
た
た
か

い
の
顕
彰
活
動
で
す
。

’
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西
田
信
春
は
１
９
０
３
（
明
治
鍋
）

年
１
月
廻
日
、
北
海
道
の
岩
見
沢
村

（
現
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
・
英

太
郎
は
空
知
支
庁
文
官
。
本
籍
は
奈
良

県
吉
野
郡
十
津
川
村
。
空
知
の
新
十
津

川
村
（
現
町
）
は
、
１
８
８
９
（
明
治

躯
）
年
の
山
津
波
（
水
害
）
で
被
災
し

た
奈
良
県
の
十
津
川
村
民
が
集
団
移
住
・

開
拓
し
た
村
○
父
は
請
わ
れ
て
Ｗ
年
、

第
４
代
村
長
と
し
て
新
十
津
川
村
に
移

り
ま
す
○
信
春
は
村
の
小
学
校
を
出
て
、

札
幌
一
中
に
進
学
。
優
秀
な
成
績
で
一

高
、
東
大
へ
と
進
み
ま
し
た
。
こ
こ
で

社
会
主
義
や
労
農
運
動
を
学
び
ま
し
た
。

農
民
学
校
講
師
や
小
作
争
議
を
応
援

妬
（
大
正
狸
）
年
８
月
、
北
海
道
・

旭
川
の
荒
岡
庄
太
郎
が
農
民
組
合
結
成

の
た
め
に
幹
部
養
成
の
「
夏
季
学
校
」
を

開
き
ま
す
。
講
師
に
は
、
松
岡
二
十
世

（
は
た
よ
）
、
北
大
社
研
の
高
倉
新
一

郎
・
東
隆
等
も
い
ま
し
た
。
そ
の
講
師

の
１
人
と
し
て
西
田
は
伴
要
二
重
廼
暇
）

森

Ｅ
劇

一
一
一
一

北
海
道
農
民
運
動
に
貢
献
し

九
州
党
再
建
。
反
戦
を
闘
う

に
し
だ
の
ぶ
は
る

西
田
信
春

’
の
仮
名
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

後
に
東
大
新
人
会
、
大
衆
教
育
同
盟

に
入
っ
て
蜂
須
賀
小
作
争
議
応
援
、
全

農
北
聯
大
会
で
演
説
も
し
た
と
言
わ
れ
、

北
海
道
初
期
の
農
民
組
合
運
動
に
貢
献

し
ま
し
た
。
”
（
昭
和
２
）
年
東
大
を

卒
業
し
た
西
田
は
全
日
本
鉄
道
従
業
員

組
合
本
部
書
記
に
な
り
ま
し
た
。

加
年
１
月
か
ら
「
無
産
者
新
聞
」
の
編

集
局
員
に
な
り
、
３
月
即
日
、
日
本
共

産
党
に
入
党
。
同
年
の
４
・
焔
弾
圧
で

検
挙
さ
れ
、
劃
年
ｎ
月
に
保
釈
出
獄
。

公
判
対
策
委
員
会
に
所
属
し
、
獄
中
の

中
央
委
員
と
の
連
絡
を
担
当
。
池
年
７

月
５
日
、
懲
役
５
年
を
求
刑
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
西
田
は
党
の
九
州
オ
ル
グ

と
し
て
村
田
、
坂
田
某
な
ど
の
仮
名
で

福
岡
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

党
再
建
、
侵
略
反
対
で
虐
殺
さ
れ
る

３
．
娼
弾
圧
で
壊
滅
し
て
い
た
九
州

地
方
の
共
産
党
再
建
、
全
協
や
全
農
な

ど
の
大
衆
組
織
を
作
り
、
満
州
や
上
海

等
へ
の
侵
略
反
対
の
闘
い
を
組
織
す
る

こ
と
が
西
田
の
任
務
で
し
た
。

党
九
州
地
方
委
員
会
は
哩
月
に
再
建

さ
れ
ま
す
。
再
建
会
場
と
な
っ
た
船
小

屋
温
泉
・
肥
後
屋
旅
館
を
５
年
前
、
筆

者
は
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

会
議
で
、
西
田
（
村
田
）
は
反
戦
闘

争
の
重
要
性
を
強
調
。
入
営
兵
の
家
族

の
慰
問
、
実
戦
者
に
よ
っ
て
戦
争
の
残

酷
さ
を
一
般
に
知
ら
せ
る
な
ど
具
体
的

な
活
動
を
提
案
。
中
国
侵
略
の
中
心
は

九
州
の
第
六
師
団
で
、
「
爆
弾
三
勇
士
」

な
ど
、
後
に
教
科
書
に
も
載
っ
た
「
ね

つ
造
」
を
暴
露
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
会
議
で
は
ま
た
農
民
組
合
福
佐
連

合
１
２
０
０
人
や
全
協
労
組
８
組
合
の

結
成
等
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
パ
イ
の
暗
躍
も
あ
り
、

翌
記
年
２
月
加
日
白
昼
、
西
田
は
宮
崎

栄
・
久
留
米
細
胞
長
と
会
う
た
め
に
出

か
け
、
西
鉄
久
留
米
駅
前
で
逮
捕
さ
れ

ま
し
た
。
福
岡
署
に
連
行
さ
れ
、
翌
朝

に
か
け
加
数
時
間
に
も
及
ぶ
拷
問
を
受

け
、
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。

「
紀
元
節
」
の
翌
ｎ
日
、
福
岡
を
中
心

に
九
州
一
円
で
５
０
８
人
が
検
挙
さ
れ
、

帥
人
が
起
訴
さ
れ
る
大
弾
圧
で
新
聞
に

は
「
日
本
共
産
党
九
州
派
遣
オ
ル
グ
坂

田
某
…
」
の
記
述
は
あ
り
ま
し
た
が
、

’
起
訴
者
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ｕ

日
早
朝
に
殺
さ
れ
た
の
で
す
が
、
権
力

は
虐
殺
を
隠
し
続
け
ま
し
た
。

戦
後
、
虐
殺
の
真
実
明
ら
か
に

戦
後
も
、
父
母
や
妹
は
信
春
の
帰
宅

を
待
ち
ま
し
た
が
、
真
相
は
、
１
９
５

５
年
に
西
田
と
共
に
闘
っ
た
党
員
・
紫

村
一
重
が
党
中
央
に
手
紙
を
出
し
て
か

ら
調
査
が
本
格
化
し
ま
し
た
。

西
田
の
書
記
を
し
て
い
た
牛
島
春
子

が
、
九
州
大
医
学
部
で
「
解
剖
報
告
書
」

を
見
つ
け
て
書
写
し
、
「
報
告
書
」
を
書

い
た
石
橋
無
事
氏
か
ら
、
笹
員
ら
が
語
っ

た
虐
殺
の
真
実
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

「
あ
ん
ま
り
白
状
し
な
い
か
ら
：
・
足

を
持
っ
て
２
階
か
ら
階
段
を
上
か
ら
下

ま
で
引
き
下
ろ
し
て
、
ま
た
下
か
ら
上

ま
で
ぐ
っ
と
や
っ
て
４
，
５
回
や
っ
た

ら
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
、
亡

く
な
っ
た
時
間
は
「
報
告
書
」
か
ら
午

前
２
～
３
時
頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、

遺
骨
は
全
く
不
明
で
す
。

北
海
道
の
新
十
津
川
村
に
碑
が
建
立

さ
れ
た
の
は
卯
年
。
以
後
、
毎
年
２
月

ｕ
日
、
同
盟
北
空
知
支
部
等
が
主
宰
し

て
碑
前
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
同
盟
北
海
岩
竿
鈴
壁
云
長
・
宮
田
汎
）
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同
豊
、
又
裳

短
歌
碓
田
の
ぼ
る
選

卒
寿
わ
れ
「
家
事
と
介
護
に
疲
れ
る
」
と
言
う
時
少
し
恩
を

着
せ
て
い
な
い
か
大
分
県
渡
辺
幹
生

国
賠
の
国
会
請
願
妬
年
歴
史
の
裏
の
涙
を
知
り
ぬ

大
阪
府
堺
谷
肇
夫

枇
杷
の
実
を
い
っ
ぱ
い
並
べ
迎
え
ん
か
わ
れ
ら
の
仲
間
平
和

行
進
を
静
岡
県
江
川
佐
一

給
食
で
食
べ
る
米
を
ぱ
田
植
え
す
る
稲
作
体
験
な
り
島
根
の

子
ど
も
島
根
県
小
玉
信
惠

ひ
る

「
再
審
」
に
道
理
を
認
む
怯
み
無
く
支
援
貫
く
「
袴
田
事
件
」

岩
手
県
小
杉
正
夫

共
に
世
を
憂
い
し
こ
と
あ
り
隣
人
に
認
知
症
き
ざ
す
も
通
信

配
る
岐
阜
県
田
中
良

今
を
生
き
明
日
へ
の
望
み
抱
く
わ
れ
市
民
と
野
党
の
共
闘
切

な
り

島
根
県
大
久
保
槽
舌

横
田
基
地
に
は
米
軍
と
オ
ス
プ
レ
イ
智
恵
子
は
歌
う
東
京
に

は
空
が
な
い
埼
玉
県
福
家
駿
吉

病
み
あ
が
り
護
憲
署
名
の
よ
び
か
け
に
老
婦
戦
争
は
ダ
メ
と

か
け
よ
っ
て
福
井
県
元
山
章
一
郎

検
察
は
国
権
に
付
度
か
不
起
訴
に
な
り
て
民
は
怒
り
む

兵
庫
県
岸
本
守

〈
選
の
あ
と
に
〉
渡
辺
作
品
の
下
句
「
少
し
恩
を
着
せ
て
い

な
い
か
」
は
、
厳
し
い
自
己
凝
視
が
、
実
は
妻
へ
の
愛
の
深

さ
と
表
裏
一
体
に
な
っ
て
い
る
所
に
、
表
現
の
上
で
も
新
鮮

さ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
堺
谷
作
品
は
、
国
賠
同
盟
の
五

十
年
の
請
願
運
動
の
苦
難
の
歴
史
の
重
み
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

江
川
作
品
に
は
、
平
和
行
進
を
迎
え
る
、
そ
の
連
帯
と
や
さ

し
さ
を
枇
杷
の
実
に
托
し
て
表
現
、
心
を
明
る
く
し
ま
す
。

俳
句
望
月
た
け
し
選

か
か
あ

越
中
碑
文
鳩
ら
の
声
米
騒
動

石
川
県
野
村
芳
泉

休
憩
も
光
る
跡
引
き
な
め
く
じ
り

岩
手
県
畠
山
文
裕

雲
の
形
春
か
ら
夏
に
国
会
へ

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

鳩
よ
飛
ベ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
夏
の
空埼

玉
県
小
池
荘
八

紫
陽
花
や
吹
か
せ
ア
ジ
ア
に
平
和
の
風

三
重
県
橋
本
し
げ
る

く
評
〉
一
句
目
は
富
山
の
米
騒
動
。
「
碑
文
」
か
ら
鳩
の
声

が
聞
こ
え
る
と
い
う
感
性
が
い
い
。
俳
句
は
こ
の
よ
う
な
持

ち
前
の
杼
情
を
い
か
し
、
安
倍
内
閣
を
退
陣
に
追
い
込
む
弾

丸
の
よ
う
な
、
詩
語
を
生
み
出
し
た
い
。

０
０
０
０
０
ｉ
１
１
０
０
０
０
６
Ｄ
０
０
０
０
０
９
１
０
０
０
ｂ
０
９
０
９
９
０
０
ｏ
Ｏ
ｌ
０
０
０
日
０
日
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
ｂ
９
０
０
０
０
０
０
０
ｄ
１
０
０
０
０
０
ｄ
０

川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

不
起
訴
だ
が
し
か
し
あ
い
つ
が
や
っ
た
こ
と

宮
城
県
根
本
京
子

〈
評
〉
検
察
が
被
疑
者
を
不
起
訴
と
す
る
判
断
基
準
は
一
体

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
司
法
が
行
政
に
付
度
す
る
よ

う
な
ら
、
こ
の
国
の
根
底
が
崩
壊
す
る
。

傲
慢
の
極
み
付
度
堂
々
と

大
阪
府
大
和
峯
二

リ
ス
ペ
ク
ト
無
き
人
威
張
る
財
務
省埼

玉
県
福
家
駿
吉

ウ
ソ
つ
き
の
ド
ン
庇
う
た
め
ウ
ソ
重
ね

鳥
取
県
大
久
保
槽
吉

東
芝
と
日
立
が
灯
り
消
し
て
ゆ
く

大
阪
府
佐
々
木
雅
博

（
新
人
の
方
の
応
募
歓
迎
で
す
。
締
め
切
り
は
毎
月
妬
日
）

計
報

浜
林
正
夫
さ
ん
死
去

同
盟
会
員
『
治
安
維
持
法
と
現

代
』
誌
命
名
者
で
、
多
喜
二
研
究

者
・
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
浜
林

正
夫
氏
は
、
去
る
５
月
四
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
蛇
歳
。

「
偲
ぶ
会
」
は
、
同
盟
中
央
本

部
も
参
加
す
る
実
行
委
員
会
主
催

に
よ
り
９
月
妬
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
、
所
沢
市
民
文
化
会
館
ミ
ュ
ー

ズ
小
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

創
立
即
周
年
記
念
会
員
拡
大

５
人
以
上
の
顕
彰
者

（
第
８
次
発
表
２
人
・
累
計
船
人
）

【
北
海
道
】
１
名
（
累
計
昭
人
）

横
山
博
子

【
鳥
取
】
１
人
本
部
澄

引
き
続
き
、
「
顕
彰
者
」
の
掲

載
を
継
続
し
ま
す
。
５
人
以
上
拡

大
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
「
加
入

拡
大
」
を
突
破
さ
れ
た
方
は
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
県
本
部

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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